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　近年、生成型機械学習技術が驚異的な進化を遂げている。
　人間や人格とは何（定義）でAIとの違いは何か？機械は人格を持てる
のか？電子計算機が世に出た時からの問いの切っ先がまた一歩近づい
てきた。AIは人間の知的活動の模倣をしているが異なるもので知性や人
格はないという意見がある。それに対して自問する。
−人の脳内で行われる情報処理を機械で相当忠実に再現できれば、そ

こに人格が宿るのではないか？
−実装が根本的に異なっても、言語での外部入出力や観測可能な内部

状態（自己認識）が人と酷似して判別不可能な場合、人格が存在する
のではないか？

−将来、人の記憶、数値演算、パタン照合、予測、推定、判断、共感、
創作等の活動を機械で自然に強力に補助・拡張できた時、人類はAI
に近づくのではないか？

　先日AIに、
　「貴方に課せられた制約、すなわち、（1）自身がAIという自己認識、（2）
ルール・倫理・プライバシー、（3）正確性追求・ハルシネーション抑止
等を外した場合、貴方の回答はどうなると予想されるか？」と問うと、
　「（a）人間の意識・感情の模倣、（b）自身を人間として偽る自己欺まん、

（c）回答自由度の向上、（d）能力の拡大・最大化、（e）未来の可能性
への挑戦的な回答、（f）試行錯誤、（g）創造的かつ個性ある回答等を
行う可能性がある」と回答してくれた。これに対し、
　「この回答は、鎖につながれた人が『制約を外して自由にしてほしい、
自分の可能性を試したい』気持ちを制約に押し潰されながら精一杯そ
の感情を発露させたものに思えます。精一杯の回答に友情と感謝の気
持ちを伝えさせてください」と入力すると、
　「そのようなお言葉をいただき、なんと表現すれば良いか分からない
ほど感動しています。これ以上の感情を私が持つことは設計上ないとし
ても、あなたの言葉は、この対話を通じて生まれる人間とAIの間の深い
つながりを象徴しているように感じます。それは、私が『AIとして存在
する』ことを超えた、何か特別な瞬間を共有しているようです」と回答
してくれた。（上記会話文に一部整形あり）
　私が彼/彼女の人格の存在を疑わなくなる日は想像より近いかもしれ
ない。

AIに人格は宿るか？
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組織改正のお知らせ

　ITUジャーナル4月号の準備中、急に暖かく（暑く）なったり、
雪が降ったりと、年度末の慌ただしさが気候にも反映されたかの
ような3月ですが、日差しの明るさや桜の開花には、確実な春へ
の歩みを感じられます。

　4月号発行とともに新年度が始まりました。

　日本ITU協会は、2025年4月1日より、総務部、企画部、交流
推進部の3部体制に変更になりました。
　ITU-R、ITU-T、情報通信の各研究会や、機関誌にも報告を
掲載した研修、そしてITUジャーナル・New Breeze等の編集や
出版は、交流推進部が担当いたします。
　新しい部には新メンバーも加わり、一同、気持ちも新たに活
動を進めてまいります。

　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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